
　

七
夕
に
合
わ
せ
て
、
７
月
６
日
の
夕
方

に
、
麦
わ
ら
で
馬
を
作
り
、
屋
根
に
上
げ

る
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
家
に
馬

が
１
頭
い
れ
ば
２
つ
、
２
頭
い
れ
ば
３
つ

と
い
う
よ
う
に
、
麦
わ
ら
の
馬
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
の
馬
の
数
よ
り
１
つ
多
く
作
り

ま
し
た
。
こ
れ
を「
七
夕
様
を
迎
え
に
行

く
馬
」と
言
う
地
域
と
、「
先
祖
の
霊
を
迎

え
に
行
く
馬
」と
言
う
地
域
と
が
あ
り
、

後
者
は
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
で
牛
馬
を
作
る
盆
行
事
に
近
い
意
味
合

い
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
や
せ
て
い
る
馬
の
こ
と
を
形
容
し
て
、

「
七
夕
様
の
馬
の
よ
う
だ
ね
」と
言
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

飯
樋
地
区
で
は
、
大
き
い
も
の
と
小
さ
い
も
の
、
２
種
類
の
馬
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
大
倉
地
区
に
は
、「
11
個
作
る
と
良
い
」と
い
う

言
い
伝
え
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
竹
に
五
色
の
短
冊
を
つ
け
る
七
夕
飾
り
も
作
ら
れ
ま
し

た
。
短
冊
に
は
、
願
い
事
を
書
い
た
り
、「
天
の
川
」と
書
い
た
り
し

ま
し
た
。
８
日
に
な
る
と
、
七
夕
飾
り
は
、
大
根
畑
に
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
虫
よ
け
の
意
味
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日

を
目
安
に
、
着
物
の
虫
干
し
を
す
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

七
夕
行
事
は
、
古
来
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
畑
の
収
穫
祭
や
盆
迎
え
の
行
事

と
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
星
伝
説
や
風

習
と
が
合
わ
さ
っ
て
形
作
ら
れ
て
き
た

よ
う
で
す
。
七
夕
の
馬
を
作
る
風
習
は
、

東
北
や
関
東
の
各
地
で
見
ら
れ
た
そ
う

で
す
が
、
作
り
方
も
意
味
合
い
も
、
少

し
ず
つ
違
っ
て
い
ま
す
。

参
考
：
飯
舘
村
発
行「
飯
舘
村
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第
３
巻  

民
俗
」

七
夕
の
麦
わ
ら
馬

お く や み

誕生おめでとう
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小林 洋子さん（小宮）

これからは時々本庁にも行きたいと思っています。
お借りしている飯野支所もありがたいですが、本
庁は自分たちの場所だなあとほっとします。

大井 美千子さん（草野）

帰村する予定でいますが、隣近所はどのくらい戻
れるのかなど、不安はありますね。これからは仮
設住宅から離れる人も増えていきそうですね。

　あたたかな言葉をかけていただき、ありがとうございます。

　７月１日より、村役場の多くの部署が本庁舎で業務を行っています。また、

健康福祉課が「いちばん館」、生涯学習課が「飯舘村交流センター（旧公民館）」

で業務を行うようになりました。一方、村民の避難生活を直接的に支える生

活支援係は、住民課窓口と共に、飯野支所に置いています。

　避難先から遠くなりご不便をおかけすることもあると思いますが、村内に

宿泊したり、一時帰宅したりする際には、活気の戻った本庁舎を、どうぞの

ぞいてみてください。役場職員も一丸となって、避難指示解除に向けた課題

に、一つひとつ取り組んでいきます。

　今後、避難指示解除に向け、生活再建の動きが進んでくると思われます。

しかし、避難生活が５年も続き、ご家庭ごとの状況が変化しており、生活の

再建は容易なことではありません。村では、国や県の生活支援策が急激に変

化しないよう、かねてより要望しているところです。仮設住宅・借り上げ住

宅の供与延長についても、実情に応じた対応を取ってもらえるよう要望して

います。

　村内では、長期宿泊が始まる中で、新たな課題が見えてくることと思いま

す。どうぞ避難前のように役場にお出かけいただき、遠慮なく困りごとの相

談や状況の確認などをしていただければと思います。

　村は、帰村する皆さんの不安を少しでも軽くできるよう、インフラや商業

施設の整備、営農や事業の再開支援にまい進し、防犯や放射線リスクへの対

策なども講じながら、避難指示解除に向けた環境整備を、いっそう力強く進

めていきます。

氏　　　名 年齢 行 政 区

深　見　和　弘 55 上飯樋

鈴　木　あい子 71 比曽

荒　　　クニ子 87 二枚橋・須萱

齋　藤　金　男 98 八木沢・芦原

早　川　ヒデ子 86 宮内

（平成 28 年 5 月 31 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 3056 人	 （－4）
女	 3129 人	 （－4）
計	 6185 人	 （－8）

世帯数	 1845 戸	 （－1）

5月１日～ 31日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 2 人
転出	 1 人
出生	 3 人
死亡	 12 人

（住民基本台帳人口）

ご冥福をお祈り申しあげます

（５月21日から６月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

佐　藤　蒼
そう

　汰
た

 くん 正・薫 飯樋町

そ の 15

すくすくと元気に育ってね

村で作られていた麦わら馬

　

震
災
直
後
か
ら
現
在
ま

で
、
村
に
は
多
く
の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
所
が
分
か
る
方
だ
け
で

１
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

※
匿
名
で
寄
付
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
の
で
▼
中
に
は
、

何
度
も
寄
付
し
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
村
で
は
こ
の
気
持
ち
に

少
し
で
も
応
え
た
い
と
、
震

災
記
録
誌「
４
年
半
の
あ
ゆ

み
」を
送
付
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
便
り

が
届
き
は
じ
め
ま
し
た
。「
村

の
再
興
の
た
め
に
力
を
合

わ
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
震

災
や
原
発
事
故
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
、
改
め
て

感
じ
ま
し
た
」「
復
興
に
向

け
た
強
い
思
い
に
感
動
し

ま
し
た
。
ど
う
か
避
難
指

示
解
除
か
ら
の
真
の
再
生
・

復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て

ゆ
き
ま
す
こ
と
を
遥
か
に

願
っ
て
お
り
ま
す
」▼
感
謝

の
言
葉
を
胸
に
新
た
な
一
歩

を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

 　
（
木
幡
）

▲�村デジタルアーカイブより  平成14年のはやま湖


